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浦添市立当 m 小学校教 諦 下 地 洋 子 

1  テーマ 段 定理由 

文部省の学技芸本音 査によ る と ・平成 3 年度一年間に「学校ぎら か 」を理由に 50 日以上欠席した 

児 五生徒の数は ，小学生 9.645 人，中学生 43.711 人もいることがわかった。 しかもその数は 諸外国 

た 比べて 億端 に多く・また 年々増加してきており・ 今や大きな社会間柱・ 教育課題となっている。 

木 県のれ合も例外ではなく ，学校ぎらいで 休む子は年々増えており ， 児黄拉に 対する登校拒否児 

の 割合は全国を 上まわっている。 

文部省では， これまでの「登校拒否は 本人の性格や 家庭球 境 が原因」との 見方を転換し ， ①学校 

生活上の要因もあ る 0 ②どの子にも 起こり得るとの 新しい視点を 示した 0 このことは学校の 努力・ 

とりわけ教師一人一人が 児五を理解し ，指導の改善を 図る努力がいっそう 重要となることを 抱持し 

ている。 

さて，自然環 援 に恵まれ，落ち 若 いた地域にあ る本校でも，登校拒否の 深刻な間柱が 出始めてき 

た   

昨年・四年生担任をしていた 私は， 教械 に就いて初めて 6 か 月にもわたる 登校拒否児 五に 合い， 

措辞 に苦 ねした。 神怪 症 的な登校拒否だ。 「どうして・なぜこのようなことが……」と・ 原因の 

判然としない 状況にとまどいながら ，あ の手この手で 対応した。 ま人や家族の 努力はもちろん・ 学 

級の子ども達の 協力，また青少年センター や 温授の先生の 力もかりて，ようやく 学年末の 3 月には 

登校できるようななったが ，教師として 

・「子どもを 深く理解すること」 

・「不登校の 予坊や早期発見をすること」 

・「適切な援助や 指導で登校に 訂くこと」などを 今後の森 接 として強く感じた。 

このように学校に 行けなくて悩む 子ども達のために ，県や市町村の 教育委貫合では ， 児 五生徒 

0% 虹 行劫に恕する 調査を行ったり・ ヵゥ ンセリングや 生徒指導などの 研を会を持ち・その 対策 

にのり出している。 浦添市では平成 2 年度より「嘱託医に 26 登校拒否児ま 生徒の教育相談手判 

が 推進きれ・平成 3 年度に「学校適応措 寺 教室」も 抽設 きれた。 

また木枕では ，今年「福祉教育推進」という 新しい課題に 取り組み，他人を 思いやる 心 ・ 窩 ； 

してやり抜く 子をめざして ，一人一人が 楽しく学校生活が 送れるよさに 努力している。 

日々空劫する 社会 億 努の中で。 個を尊立し・ 個を守る " ということは ，社会として 教師として 

の 当然の使命だと 思える。 その大耳な個人に 直接かかわる 学級担任として ，登校できない 子を耳 

剣 に受け止め，不登校克服へ 向けての適切な 援助や指 汀法が 探れたらと思い ，ホテーマを 設定し 

た。 
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Ⅱ 研究 仮悦 

登校拒否についての 理論を研究することにより 児 五を深く理解することができ ，不登校の予防や 

早期発見ができるであ ろう。 また，措な事例や 登校拒否児童生徒の 実態を知ることにより ，指導法 

がより其体的にっかめ ，適切な 授 助や対応ができるであ ろう。 

皿 研究内容 

Ⅰ 登校拒否の概観 

㈹ 登校拒否と概俳の 推移 

① 登校拒否とは 

登校拒否問題の 対応策を検討している 文部省の「学校不道応対策 謂査 研究協力者会 詣 」で 

は ・ 「 珪校 拒否とは，何らかの 心理的， 構 億曲・身体的，あ るいは社会的要因・ 背景により， 

児 五生徒が登校しないあ るいはしたくともできない 状況にあ ること ( ただし，病気や 経済的 

な 理由によるものを 除く ) をい う 。 」と定義している。 

② 概念の推移 

我が国で登校拒否の 現 集が 問題として注目され 始めたのは昭和 30 年代であ る。 

この時期は，高度経済成長政策によって 経済構造が大きく 転換し始めた 時代であ り． 日本 

人の生活株式や 価値観が変化し・ 子どもの教育についても 高学歴志向が 定者し，受検中心の 

教育体制に向かった 時期でもあ る。 

それまでは「ずる 休み」といった 認識の程度であ ったものが，昭和 308 代半 はに 「学校 恐 

肺癌」という 名称になり，症状をもつ 児 五生徒に具体的検討がなきれるようになった。 

昭和 40 年代にかけて ，登校しない 様々な状態を 総称して「登校拒否」という 用語が用いら 

れるようになり 今日に至っているが ，近年，広く 学校へいけないあ るいは行かない 状態をき 

すものてとして「不登校」という 用語が用いられることがあ る。 

俺 宕の推移 囚 回
 

回   

/ ⅠⅩ く             
    

Ⅰ 体る、 
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(2) 登校拒否のタイプと 特徴 

登校拒否のダイ ブ の分け方は   教育関係，心理 穏係 ，荒神医療関係から 見て必ずしも 一致し 

ているとはいえない。 また・実際の 生徒はいくつかの 要求を併せもっめ 合も多くあ るので・そ 

れそれの生徒の 実 捺 に即して理解し 対処することがのそましい。 

小泉英二氏は ，登校拒否を 図表 1 のように 6 つのタイプに 分け，その中で 神経症的登校拒否 

を狭義の登校拒否としてとらえている。 

その特徴として 

・家庭の経済状態もよく・ 両親の学歴や 教育的関心も 商 く ，木人の身体や 知能も異常がなく ， 

客槻 的にはなんら 学校に行けない 理由がないこと。 

・親は何とかして 学校に行かせようと 努力し・本人も 行かなくてはいけないと 思い   努力をか 

きれるが，行けない。 ということがあ げられる。 

    登校拒否のタイプ。 ( 図表 1 ) 

㈹ 身体的理由 一 病気・ 曄 害など 

(2) 経済的理由 

(3) 家庭的理由 一 崩壊・放任・ 無理解 

長期欠席 

② 神経 臣害 によるもの 

③ 怠学 傾向 ( 無気力型，非行型 ) 

④ 発達遅滞を伴 う もの 

  

⑤ 枯荻 的 ・意図的登校拒否 

⑥ 一過性のもの 

  

米 本研究において ，統計 や グラフ等は広義の 珪 校 拒否としてとらえているが ，指導法におい 

ては・ 怠学 傾向等を除く 神経症的登校拒否に 焦点をしぼって 進めていくことにする。 
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(3) 登校拒否の症状 

登校拒否の症状には ，次のような 状態が共通してみられる。 ( 若林による ) 

①親や家族のすすめにもかかわらず ，登校を頑強に 拒む。 理由を俺ねてもいわないか・あ る 

いは 栢 めて些細なことであ る。 

②前の晩には ，明日は学校へ 行くといい登校の サ 傭をするが・ 当日の朝になると 古曲から足 

を踏み出すことができない。 または布団から 起き出きず，近くまで 寝ている。 め りやり引き 

起こしたり，学校へ 連れ出そうとすると 頑強に抵抗し ， 時には大森れする。 

③登校時間が 過ぎたり，登校しなくてもよい 状態になると 起き出し・身体的 不 謂も消失し ， 

食事をしたり ，元気に一日を 過ごす。 

④学校の下校時間までは 外に出たがらないが ，それ以降は 外へ進びに出たりする。 

⑤ 日 昨日とか学校が 休みの時期は 元気がよい。 

⑥ 登校をすすめたり ，学校のことを 話 目にすると黙り 込んだり・ 不緩億 になったりするが・ 

学校のことに 触れなければ 持に間柱は起こさず ，気楽にやっているようにみえる。 

の学校でも特に 目立った 問億 はないので・ なせ 学校を休むのか 教師にもよくわからない。 

⑧頭痛，腹 痛などの身体症状を 訴えるので・ 近くの内科，小児科を 受診するが、 身体的には 

どこも悪くないといわれる。 

⑨ 時には，入院していろいろな 検査を受けても ，何の異常も 辞められない。 

⑯それで，親は 子どもに登校を 促すが。 子どもはますます 頑強に抵抗するばかりであ る。 

(4) 登校拒否の発生状況 

文部省の学校基本調査によると ， 「学校きられ」を 理由として 50 日以上欠席した 児 五生徒の 

推移はく図 2 ノ のようになっている。 

特に中学校においては ，昭和 53 年度を援に急増しており。 平成 3 年度は昭和 53 年度の 4 倍を 

止 まわっている。 

人 

く 図 2 ノ且技 拒否の児Ⅰ 生 佳世の儂 穫 
44,000  | 簿 d 、 を 技 コ中学技 qn1 Ⅰ 
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(5) 登校拒否の原因 

登校拒否はいったいどのようなことが 原因で起こるのだろうか。 

多くの事例を 検討していくと ，登校拒否はいくつかの 要因が関わり 合っていることがわかる。 

これまでにいろいろな 説が出されているが ，ここでは宇都宮大学教授の 堀内 ぬ 氏の税より， 主 

として考えられる 要因をまとめてみる。 

① 社会的要因 

く 都市化現象 ノ 

・人口の都市集中の 結果遊び拐が 減少し・子どもは 家の中にこもり ，交友関係が 閉ざされ 

る。 

く マス・メディアの 発達 ノ 

・商業べ ー スにのったテレビ 局は感覚的な 快楽をもたらす 番 祖を流すため ，友だちと遊ば 

なくても退屈しない 状況をつくってしまう。 よって子ども 達にとっては・ 対人的係の社 

会的スキルを 学習する ぼ 会が滅ることになる。 

② 学校側の要因 

く 一元的価値 俺ノ 

・社会の学歴偏重を 反映して受検戦争が 漱 化し・ 「勉強ができる」ということだけの 一元 

的な価値が強調きれ・ 失敗は大きな 挫折 忠と 化す。 

く 学校の役割・ 機能の変質 ノ 

・教育の内容が 知的教科の偏重で ，学力中心であ る。 

・ 目糠が 上級 校 進学ににおかれ ，子どもの個性やニ 一ドを無視しての「 せ かし教育」が 行 

われている。 

・視たちの商学歴と 学習塾の 粟栄 ，マス・メディアの 発達などによって ，学校のこれまで 

の 知 記伝達枝 能か 弱くなっている。 

・管理主義がゆきわたり。 教師はゆとりと 自由を失っている。 そのため子どもを 抑圧した 

り 体 何を加えたりする。 

③ 家庭側の要因 

く 父親不在と父梅の 喪失 ノ 

・一億総サラリーマン 化のため，父親は 家庭と 珪ね た場所で % き・長時間会社に 縛られ・ 

子どもが目にする 父親は・ 仕 さに疲れて「ごろ 接 」をしている 姿で構成が失われている。 

く 過保護と過干渉 ノ 

・子どもへの 過剰な期待から 過保 授 ・ 過 干渉になり，ひ 弱な子にしている。 
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く 核家族化の現象 ノ 

，男女平等の 原則と家父 

変わり，家族が 独立化 

く少子化の現象 ノ 

・兄弟の減少のため 社会 

④ 本人の性格要因 
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; も共通している 性格特徴 ノ 

き 性が鋭く対人関係に 敏感であ る。 

: 心理的に緩つきやすい。 

百 目で柔軟性にかける。 

R 度をとりやすく ，時に強迫的ですらあ る。 

毛 られる性格特徴 ノ 

ほい，社会的にも 情緒的に 

3 克服する 舞 % 強さが足り 
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2  本帆の 且校 拒否の橿Ⅰ 

木 県の登校拒否の 実態はどのようになっているだろうか。 県教育委員会の 平成 2 年度の資料を 

もとに考えてみたい。 

山 登校拒否児五生徒の 推移 (50 日以上の欠席者 ) 

  り 、 学 校 中 学 校 

沖は県 全 国 沖縄県 全 国 

人数 拷 人数 拷 人数 拓 人数 拷 

Bg@a61@@ 6@ 0@ 0.05@ 4. 4 0 7@ 0.04@ 4@ 6@ 1@ 0.68@ 2 9, 6 7 3@ 0.49 

62@ ・ 8@6@ 0.07@ 5. 29 3@ 0.05@ 6@ 1@ 9@ 0.90@ 3 2, 748@ 0.54 

63@@ 58@ 0.05@ 6, 2 9 1@ 0.06@ 558@ 0.83@ 36, 1 0 0@ 0.61 

平成元年 6 5  0 ・ 05  7, 1 7 8  0 ・ 07  6 4 8  0 ・ 99  4 0 ， 0 8 0  0 ． 71 

2 年 8 2 0.07@ 8. 0 0 3@ 0.08@ 7 3 5@ 1.17@ 4 0. 1 7 1@ 0.75 

・小学校             平成 2 年度 82 人を数え・昭和 62 年度に次いで 多いが，出現率はほ ほ 横ばいの 状 

態にあ る。 

・中学校             平成 2 年度 735 人を数え ， 年々増加の傾向にあ る。 出現率は全国と 比べると毎 

年高く，平成 2 年度には 1.17% とずいぶん高くなっている。 

①浦添市の学校不適応 児黄 ・生徒敢の推移 ( 学校嫌いによる 50 日以上の欠席者 ) 

( 浦添市教育委貝金調査 ) 
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②地区別比較 ( 母集団に対する 構成比 ) ( 平成 2 年度 ) 
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  小学校 

固頭 中頭 那俺 田尻 g 古 八車 山 

・小学校においては ， 那 転地区が 0 ・ 12% と仮も高く ， 次いで八重山地区の 0 ， 08% となっている。 

。 中学校においては ，中頭地区Ⅱ 48%, 那俺 地区の 1.35% と都市地区に 多い。 

③学年別 珪技 拒否児 圭 生徒数 

( 昭和 62 年度 ) 

・小・中学校では 高学年になるにした 

かって増加 伍内 にあ る。 

・ 小 ， 中 ・ 而 別に見ると，中学の 登校 

拒否生徒が 牡滞 に多く・特に 3 年生が 

大変多く・なっている り 
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(2) 登校拒否に陥った 直接のきっかけ 

( 小学校 コ 

・友人関係をめぐる 問題 

・教師との関係の 問題 

，学業の不振 

・クラプ・部活動不適応 

・学校のきまりの 問題 

・入学．進学時の 不適応 

・家庭環境の 急減な変化 

・親子関係をめぐる 問題 

・家庭内の不和 

・病気による 欠席 

・その他本人の 間短 

・その他 

・不明 

O 10 20 30 40 50 
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問題の他に家庭の 間短が登校拒否へ 大きな 形 
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拷
 

0
 

5
 

0
 

4
 

3
0
 

0
 

2
 

1
0
 

0
 

題
 

問
題
 

6
 

間
 

ぐ
の
 

め
係
 

を
曲
 

コ
 

係
の
 

校
穏
と
 

学
人
前
 

中
文
教
 

（
 

 
 

・学業の不振 

・クラプ・部活動不適応 

・学校のきまりの 問題 

・入学・進学時の 不適応 目 

・家庭環境の 急激な変化 

・親子関係をめぐる 間短 

・家庭内の不和 

・病気による 欠席   
・その他木人の 問題 
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中学校においては・「学業の 不振」の割合 

が 31.3% と臆も多く ， 次いで「本人に 関わる 

間短」が 13.3% となっていて．これらの 要因 

が登校拒否へ 大きな 影 軒を与えていることが 

わかる。 

平成元年度と 比故してみると・「本人に 曲 

わる問題」， 「友人関係をめぐる 間柱」， 「 家 

庭内の不和」の 割合が増加している。 
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3  神 軽症的なⅠ 校 拒否児の指 町法 

㎝ 学級担任としてのかかわり 方 

く 有効な指導法の 調査 ノ 

文部省の昭和 62 年の全国の小中学校を 対象として実施した 調査によれば ，登校拒否児に 対 

して学校がとった 措俺で 特に効果があ ったものとして ，次の項目があ げられた。 

① 保健室など教室以外の 拐に登校させて 個別に指導を 行った。                   (9.798 校 ) 

② 協力体制によるチームを 作り措辞 に 当たったの                                                         6.215  校 ) 

③ 教育相談担当の 教師が専門的に 指導に当たった。                                                 (6.049 校 ) 

④ 担任の教師などが 家庭訪問を頻掠 は 行った。                                                             (4.839 校 ) 

⑥ 学校内の友人関係を 改善するための 指導を行った。                                           (4.743 校 ) 

⑥ 功労体技，キャンプなどを 体検させ，自信をつけさせた。                         (3.209 校 ) 

⑦ 相談援助と連携して 指靭に 当たった。                                                                                 2.504 校 ) 

⑧ 家庭関係の改善のために 保 使者に助吉を 与えた。                                                 (2.299 校 ) 

⑨ 病院などの治療機目と 連 排 して指導に当たった。                                                   1,995 校 ) 

0  登校拒否の児童生徒を 集めた学級を 設けて措辞に 当たった。                     1.050 校 ) 

く 学級担任による 働きかけの有効 例ノ 

①                                                         * 一時的には効果があ る。 
* 友達としては・ 近所の友人より 仲良しの友人を 誘いに 

やった方が効果的であ る。 

② 即日・家庭訪問や 電話             申 初期の段階では 効果があ る。 

をする ヰ 登校別法 に 対する抵抗が 強 い 時は逆効果であ る。 

③家庭訪問して 話しあ っ             木 「自分の気持ちがわかってもらえた」「先生に 親しみ 

たり・遊んだりする がもてた」という 感情が働いて 有効であ る。 

④ 手紙を出す             ホ 「先生や友達はあ なたのことを 忘れていない」という 

友人を遊びに 行かせる 意識づけをすることで 時に効果があ る。 
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⑤ 家の人に送ってこさせる … * 母子分離不安が 強い子に有効であ る。 

*  中学生や神経症的傾向の 強い子には逆効果であ る。 

⑥ 登校 剰 傲を緩和する                   * ひきこもりや 親への反抗が 著しい 時 ，情緒を安定させる。 

の 励ます，ほめる ，認める … * 学校に抗けて 来させるための 働きをもっている。 

③ 話を曲 く ・話し合う                   求 詮索はぬきにしてそのまま 田 いてあ げることは．子ども 

の心の支えになる。 

⑨                                                           
* 機会あ るごとに声をかけて 子どもの存在を 認めてあ げる 

ことは，内向的であ る登校拒否児にとって 大きな意味を 

持っている。 

の 一緒に作業する                               * 教師に親近感を 持つようになる。 

共に遊ぶ 

⑪ 勉強の面倒をみる                         ホ 劣等感を取り 除いて自信を 持たせる。 
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⑬ 座席の配 臆 をする                         * 面倒見の良い 子を傍に 配仮 することで気分を 和らげる。 

* クラスの受容的 雰 囲気は効果が 期待できる。 

雰囲気づくり 

⑭                                                     

⑮ 特別扱いしない                               * 登校拒否児は 非常に敏感であ るので， 「さりげなくふっ 

う に接する」ことが 効果的であ る。 
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(2) 養護教諭による 指導 

近年，学校でみられる 子どもの疾病は 大きく変化したといわれる。 骨折，虫歯・ 近視などの 

身体的な問題とともに ，登校拒否・ 心身症，非行などの 子どもの精神衛生上の 間短や行劫上の 

問題が増加している。 したがって養護教 論 に求められる 執務の内容も 大きく変化し ， 特に屈 神 

保健指導や相談 活 勒の重要性がさけばれている。 

① 養護教諭の登校拒否 指 なにおける役割 

・身体疾患や 内科的疾患の 子どもの中から ，登校拒否や 心身症的な疑いのあ る子どもを 見 

抜くこと。 

，担任教師や 教育相談係などと 協力して・その 子どもがどのような 心の問題を有している 

かを探ること。 

・できればカウンセリング 技術を持って ， 子どもの心の 問題や悩みごとの 相談にのり，学 

校内で対処しきれない 場合は，担任，学校の 管理者 や 家族と相談して ，専門の相談社 関 

に 紹介すること。 

  教室に入れずに「保健室登校」をしている 登校拒否児 ま ・生徒に対しては ， まず保健室 

を居心地の良い ，入室しやすい 場所にしてあ げる。 更に・担任教師やクラスの 生徒とも 

交流できる状況を 設定してあ げる。 

② 保健室での登校拒否児の 見分け方 

・友達がいず 孤立している。 

・保健室に一人で 来る。 

・声が小さく 聞き取れないが ， 聞 かれることを 嫌がっているようではない。 

，顔色が悪く・ 姿勢が悪いの 

・目がうつろで 生気がなく・ 何か訴えるような 目をしている。 

・特定の時間や 教科のとき，気分が 悪いといって 保健室にやって 来る。 

・何かに一生懸命になるということがなく ，根気に欠ける。 

(3) 学校全体の指導態勢 

登校拒否児に 対する対策は ，担任一人のみに 任せられるべきものではなく・ 校長，教頭・ 学 

年 主任などをはじめとして ，学校全体がその 子どもについて 深い関心と 構 報を持って担任教師 

を支えていくという 態勢が必要と 考えられる。 特に登校拒否が 長期化したり・ 複雑で指なが 困 

難 なめ合には，学級担任だけでは 行き詰まってしまうので ， 経検珪宙 な学年主任や 生徒指導部 

の教師などからの 助言が必要となることがあ る。 また養護教諭との 連結の中で，有益な 指 む方 

針が 侍られることも 多い。 

そこで，学校全体の 指導態勢を次のようにとると 良い。 
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① 学年内で協力する。 

・学年の各担任が ，どの学級にはどんな 子どもがいるか ，およその状態を 把握し合って い 

ることは指導上有効であ る。 校内では，学年内の 教師がその子と 顔を合わせる 度に何ら 

かの戸をかけ ，励ましを与えるのも 良い。 学年内の協力態勢がとれていると 担任の負担 

はかなり軽くなるし ，自分一人ではないという 気持ちになる。 それだけに気持ちのゆと 

りを持って 指汀に 当たれるようであ る。 

② 校内組檎の活用を 図る 

・学年内で対処しきれない 問題が出てきたら ，生活 指汀 主任の協力を 得たり・教育相談 係 

や 援護教諭などの 校内組織の立媛を 利用することが ，指導の効果を 上げることにつながっ 

てくる。 

③ 管理者に現状を 理解してもら ぅ 

，登校拒否が 発生した場合，校長または 教頭にためらわず 報告し，管理者の 立場からの 助 

官を得ることが 大切であ る。 

(4) 登校則漱の与え 方 

原則的に教師や 家庭は登校 刺 汝を与えないことが 好ましいが，次のような 条件がそろって い 

6 場合には，登校刺激を 与えることが 効果的なことがあ る。 

① 子どもの情緒 

② 友人との関係 

③ 教師に対して 

④ 学校の話題に 

が 安定し，家庭で 自由に会話が 交わせること 

も回復し，一緒に 遊べること 

拒否的感情を 持たず，会話が 交わせること 

も拒否的 忠 構を示さないこと 

  

コ 

1 登校刺激を与える       
く 具体的な与え 方Ⅰ 

①決してあ せってはならない。 何か月向か時間をかけるつもりで 気長く指 訂 することが大切 

であ る。 

②初めから毎日の 1 校時から終業まで 学校にいることを 強いてはならない。 

③初めは「適当に 遇に何回か休みながら」・また「適当に 遅刻したり早退したりしながら」 

登校する よう にしむけた方が 良い。 

④初めから教室に 入ることを強制してはならない。 教室に入りにくい 場合には，保健室， 図 

宙室 ・ 職 貞室その他本人にとって 居心地の良い 部屋を準備してそこで 徐々に学校環境に 馴れ 

させた方がよい。 

⑤学校の門をくぐることさえ 困難な場合には・ 「学校の門まで 行ってみる」， 「休日に誰も 
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いない学校に 入ってみる」などの 比較的楽に実行できそうな 課題から挑戦してみる。 

⑥登校することに 成功した場合・ 温かい受容的なことはかけを 忘れてはならないが ， 大 けさ 

にしないとうに 配ぬ する。 

⑦ 再 登校する場合には ，担任，養護教諭学年主任・ 笘理 者達があ らかじめ当該 児 の 指汀方 

や 話しかけ方などについて 相談しておき ，共通理解を 待ておくことが 不可欠であ る。 

⑧他の児 ま ・生徒に対しても ，本人について 説明しておき ，非難・批判したり ，本人にプレッ 

シャーをかけることをしないように 指導しておく。 

⑨ 再 登校を始める 前後は子どもにとっても 家庭にとっても 棚堵が 不安定となりやすい 時期な 

ので・家族と 密接な連絡を 取り合いながら 支持してあ げたり．相談にのってあ げたりしなけ 

ればならない。 

⑯ 春休み，夏休み ，冬休みなど 他の児童・生徒があ まりいないときを 利用して学校に 慣らし 

たり，教師との 関係を作ると 有効であ ることが多い。 

4  Ⅰわった ウ 拐を近して 

㈲ A 君 (4 年生 ) の状況 

一 ① 欠席状況 

・ 1 学期                         病欠 6 日・遅刻 12 回 9 月～ 2 月 6 か月 向学校を休む 

② 性格，特性，身体状況 

・もの 帯 かで使しい。 神経 俺で 何事にも 消朽 的であ る。 

・身体状況は 割と健康で．スポーツもたいていこなす。 

③ 知能，学業 

・理解 力 があ り， 其 面目な学習態度でほとんどの 学習内容はこなす。 特に算数が得 

志 であ る。 

・作文や絵画などの 表現力はやや 乏しい。 

④ 友人関係 

，どの子とも 穏やかに接する。 自分を主張することは 少なく，特に 優しい子と気が 

合う。 

⑤ 学校での様子 

・学習・生活態度共に 良いが，いつも 受動的で自力で 取り組む パヮ 一に欠けてい 

る 。 

一 ⑥ 家庭環境 

・家族構成                         父 ， 母 ， 兄 ， 姉 ・ま人の 5 人家族 

・親の養育態度……父親は 建築設計士で 仕事熱心。 母親はパートで 外に働きに 出 

かけ，また細かく 子どものめんどうをみている。 
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(2) 問題の概要 

A 君は・割と恵まれた 環境にあ る中流家庭でこれまでは 順調に育ったようであ る。 その A 

君が 1 学期は無事に 学校生活を送ることができたが ， 2 学期に入り急に 登校しなくなった。 

性格はおとなしく 他 ともうまく強調できる 子で．学習面においても 何でもこなせ 問題はな 

いが，几帳 面な子なので ， 物 手を適当に処理することができず 負担に感じてしまい ，ついに 

緊張の糸が切れたのだろうか。 

1 学期の学校生活の 様子から考えると・ 家が近いにもかかわらず 遅刻が 12 回とをかったこ 

とが気になるが ，いじめなどもみられないので ，これといった 原因は全くつかめない。 

家の人の話によると ，夏休みの塾のキャンプの 誘いがあ ったが参加せず・その 後塾も友達 

も避けるようになったということであ る。 

(3) 指 汀の経過 

2 学期が始まったが A 君が登校しないので ， 朝 誘いに行ったり 昼休みや放課後尋ねて 行っ 

てお話を曲いたりした。 学校に行けない 理由ははっきりせず ，自分でも訳がわからないとい 

うので・ しばらく枝子をみることにした。 

9 月の頃 はにこやかにお 話に応じていたが ， 10 月頃 からは部屋に 引きこもって 人を沸ける 

ようになった o A 君と会えないので ， クラスのみんなでお 手紙を言いて 励 ましたが効果はな 

かった。 

養 許の先生にも 相談しアドバイスを 受け，やたらと 登校 剃 漱を加えないよう ，連絡や訪問 

をひかえ無理に 会うことは避けた。 

11 月から m2 月にかけては ，学校のできごとを 知らせたりプリントや 教材を届けたりする 程 

度で ・休んでいる 末人に緊張感を 与えないようにし ，話題も本人の 興味のあ ることを中心に 

した。 

母親は A 君のことに大変気を 配り，学校によく 足を運んで養護の 先生や担任と 話し合う 枝 

会を多く持った。 また市の甘少年センタ 一にも出かけ 相談した。 家庭では父親との 曲わりが 

少ないということで ，親子マラソンなどをして 触れ合うようにつとめた。 

3 学期始業の日・みんなが 下校して後 A 君を俺ねてみると ，親子ともとても 明るい 表席で 

担任としてもほっとした。 お正月のことなど 話して後， 

「学校へ行ってみようか。 」と誘い出すと「うん 0 」とうなずいてくれた。 

二人で子どもたちのいない 教室に入ってみた 0 俵 かしそうに教室をぐるっと 見回して後   

窓から薄暗くなった 外の様子をじっと 見ていた 0 本人の席に座らせ ， しばらく皆のことを 話 

してあ げた。 友達のことは 思い出しにくそうだった。 理科や図工の 教材を見て ， 

「僕のもあ る ? 」と興味を示した。 

新しい展望が 見え始めたような 気がした。 

その後学校に 来る練習をくりかえし・ 教室に入る練習をした。 学校に対する 抵抗が少しず 

つ消えて行く 枝子が見え・ 再 登校に向けて 動き出せる段階に 来ていることを 感じた。 

それでも．夕方保健室に 来て時間を過ごすことはできるが 教室には来れないので・ 学年の 

先生や親しい 友達に会わせ ，徐々に登校の 不安を和らげて 行く方法をとった。 
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(4) 結果と考察 

ナ 2 月の末の日。 4 学年修了の記俳撮影 に 誘ったら，校門に 姿を見せ一緒にぬ 杉をすること 

ができた。 その日 ( 土珪日 ) は，時間割を 急きょ変更して 3 . 4 校時を学級活動にあ て・ み 

んなで近くの 公田に出かけて 楽しんだ。 クラスのみんなも 自分のことにように 喜んでくれ 

た 」 O 

その日以来格 了 の 日 まで一日も休まずに 登校し ， 他の子と同じように 学校生活を送ること 

ができた。 

く A  君 の 経 過 ノ 

初 期 中 期 後 期 

9 月 10 月 11 月 W2 月 1 月 2 月 3 月 

定 

棚 

安 
自 閉 期 

  ノイ 期   (@n じ 込もり ) 復 
皮下 期 回 

安 
定 

指導 立坊や 話をⅡ く， 心を 親子関係登校 刺汝 温かく 

内容 苦しみを ほぐす を改善 登校練習 受け 

理解する する 入れる 

神経症的な登校拒否は ，一般的に上の 表のような経過をたどることが 多いと言われて ぃ 

る 。 

指導法としては ，まず初期の 段階では，原因を 追求して励ますことよりも ，本人の立 旺 や 

苦しみの理解に 努めることが 大まであ る。 

次に中期ではば 緒が不安定になりやすいので・ 本人の心をほぐす 言葉かけやじっと 耐えて 

待つ態度・また 親子 曲 係の改善に努めることが 大事だといえる。 

回復期にあ る後期には，学校の 話をしたり，何らかの 形で登校則敵を 与えて行くと 効果的 

であ る。 
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*  A 君の場合，家庭の 問題と本人の 性格の問題から 来る神経症的登校拒否と 思われる。 

指 なの段階で一時，登校 利 敵を加えすぎて 逆効果になりかけた。 このような % 台，子ども 

の 状況をよくつかみ ，対応を焦らず 気長に変化を 見守ることが 大事だということを 強く感じ 

た ヰ D 

家庭の努力や 学校内部の職 貝 、 関連枝 関 の職 員 の 指 なの結果， A 君は 6 か 月ぶりに再び 登 

校することができた。 その間， 目立たぬ所でクラスの 父母の励ましや 力添えもあ り支えられ 

た甲 O 

登校できた A 君は。 長い期間にわたる 病気でも克服したような 晴れやかな表情で 級友達と 

うまく交わったが ，休んでいた 期間中学習は 殆どなきれていない 状態で，学習面の 遅れは目 

立った。 今後は今までのプランクをばれにして．心身共にたくましい 子に育ってほしいと 

思 。 う 0 

5  ぬ迫 接 目での 指訂 

登校拒否児五生徒に 対する 指汀 ・対応は学級担任の 個別の努力に 委ねられていることが 多い。 

「登校拒否は 子どもが担任につきつけた 挑戦状だ。 」「登校拒否ではなく 亜級 拒否ではないか。 」 

などという言葉を 曲くと，担任は 寅 任 を一人で背負ってしまいがちであ る。 

しかし，登校拒否への 対応は・カウンセリング 等の専門的な 知識・技術・ 経 検を必要とし ， 

問題解決までには 家庭訪問を行 う など大きな労力と 時間を要するため・ 担任のみの対応には 限 

度 があ る。 また中には思春期に 見られる精神病発病との 関連もあ り   精神医学の力を 借りる 必 

要も出てくる。 

このような場合，学校にとって 最も身近な機関であ る教育委員会所管の 教育相談機関の 果た 

す役割が重要と 思われるので ，次に活動内容や 指 迂 の一部を紹介する。 

㈲ 浦添市 舌 少年センタ一の 教育相談活動 

① 面接相談 ( 乗所 ・家庭訪問・ 関係 窩曲 との連携 ) 

② 屯諸 相談 

③ 手紙・ハガキ 相談 ( 主に 漱 勘文 ) 

④ 補に業務 ( 巡視 ) 

(2) 屈託 医 にょ る 登校拒否児五生徒の 教育相談内容 

① 登校拒否児五生徒 ( 心因性 ) とその保証者の 教育相談 

② 適応 指 な教室の把握とアドバイス 

③ 教育相談 員 ，登校訓練土，心理判定 士 ，原籍学校の 学級担任及び 養護教諭等の 研修 

④ 登校拒否児童生徒の 原籍学校との 連携 

⑤ 月 1 回の定例会 ( 医師・青少年センタ 一のスタッフ ，適応指導教室担当者 ) 
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(3) 学校適応指導教室   ( 現在・浦添市陸上競技勒の 会議室を利用 ) 

① 実施期間・実施日・ 時間 

・ 6 月 1 日 ～翌年 3 月 24 日 

・毎週月 耽日 ～ 土 昨日 ・午前 9 時～ t2 時 

② 適応指導援助の 拐 所 

・青少年センタ 二 老人福祉センタ 二市立図 古館 ・その他 

③ 指導援助の基本方針 

・仲間とのふれ 合いを通して 自主桂を育み ，協調性・社会性を 養 い ．集団生活への 適応を 

促す。 

の 措辞援助の方法 

，カウンセリング 

・学習指導 ( 本人の興味・ 関心や実態に 応じ・木人と 相談しながら 弾力的に対応する。 ) 

・プレ イ   ( 卓球， バト ミントン， トランプ， ウ /, オセロ，将棋など ) 

・割干 乍 ( ジ グソウ パズル，折り 紙，和紙人形など ) 

・野外活動 ( ピクニック， グランドゴルフ ，ゲートボール・あ りあ けの里でのボランティ 

ア，市立図 吉 館や美術館の 利用など ) 

・原籍 校 との連携 ( 定期テストの 受検・進路相談・ 適応教室への 来訪 ) 

・ 保薫 者へのカウンセリンダ 

⑤ 児 ま生徒数 ( 平成 4 年 ¥¥ 月 現在 ) 

学年 可 Ⅰ 6 中 1 中 2 中 3 合計 

人数 3 2 3 6 1  4 

[ 課題 ] 

① 児童市神科医の 参加が必要であ る。 

② 教育関係スタッフの 変更があ るためキーマンが 存在しにくい。 

③ スタッフが少ない。 

④ 種々の立場上，集合時間帯を 合わせることが 困難であ る。 

⑤ 時間外のフォロ ーが 困難であ る。 

⑥ 適応教室の場所の 問題，備品の 不足。 
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Ⅴ 研究のまとめと 今後の操 題 

くったくのない 子ども達の笑顔は ， 時として疲れた 大人の心をも 明るくし・一日のエネルギー 

さえ湧き起こしてくれる。 そのような子ども 本来の伸びやかな 心が ， 何らかの理由で 暗く閉ざさ 

れるとなれば ，その大任はいったい 誰がどのような 形でとればよいのであ ろうか。 

短い期間であ ったが，今回登校拒否問題を 学校社会の大きな 問題として，Ⅰ 物や寅科 ， カウン 

セリング講座などを 通して考えることができた。 また直接適応教室に 通っている生徒 達 に会い ， 

行動を共にしたり ，関係機関で 力を尽ぐしている 方々の話を曲くことができたことは・ 大きな蚊 

柱であ った。 

登校拒否の発生原因はいろいろ 複雑でとらえにくいが ，社会・学校・ 家庭がその 寅伍 さなすり 

つけることなく・ 各々の 立拐で其剣 に受け止め，要因と 思えるものを 改善することによりいくら   

かの予防はできるものと 思う。 

教師は良い学校，教室 瑛境 づくりに努力しよう。 一人一人に目を 向け ， 全ての子が生き 生きと 

生活できるように 援助していこう。 

学校現場では ，今後，いかに 全 臆見 が 共通理解し連携を 密に取るか，学校熊井づくりが 諫臆と 

言える。 更に，カウンセリング 技術を身につけ ，個々に温かく 対応できる人間性 且 かな教師をめ 

ざ しっ っ ・本研究で学んだことをこれからの 学校生活に生かして 行きたい。 

《終わりに》 

この 4 か 月は研究の収穫の 他，忙しい学校現括を 離れ，約 20 年目にして自己を 見つめ直す 技会 

ともなりました。 

7 人の個性溢れる 研究 貝 との出会いがあ り， 単訂 になりがちな 研究室に話題が 広がりました。 

また・常に良い 研究 珠 境を整えてくださった 研究所のスタッフの 皆さんの心配りに 忠柑 致します。 

「研究は厳しく ，人間関係は 温かく ! 」を合言葉に・おかげで 充実した研究生活を 送ることがで 

きました。 

本研究に際しては ，青少年センター 主査の比嘉竹垣先生，指導 主 まの安里長 喜 先生，適応教室 

の 山田輝子先生に 大変お世話になりました。 

最後に，この * 豆 な援会を与えてくださった 浦添市教育委二会の 諸先生方・そして 木 枝の校長 

先生はじめ職員の 皆様に心からお 礼を申し上げます。 

絹 l 席・参考文献・ 寅料 Ⅰ   

「登校拒否児の 治療と教育」 星野仁彦，熊代 六 %   日本文化科学社 

「登校拒否がわかる 木 」 下司 昌ン ・神保信一 % 日本文化科学社 

「登校拒否児の 泊 擦と 教育」 神保信一 停著 日本文化科学 杜 

「クラス担任の 登校拒否入門」 「月刊生徒指導」 綿集部綿 学事出版株式会社 

「登校拒否 ( 不登校 ) 問題について」 文部省初等中年教育局 
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( 子どもの身になって 考えてみよう 0 ) 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

    
  
  

③ 親 としての 寅任 ( 役割 ) を果たしていれば・ 後は子ども自身に 任せる。       
  

( 子どもも一個の 独立した人間だ。 )     
    

    
  

④ できるだけ子どもの 良い面をもっけ ， 励ましほ の よ う 。 
  
      

( 今まで悪い面ばかり 見て ， 叱ってばかりいたのではないか。 )     
  
      
  

⑤学校とはよく 連絡をとり・ つが がりを絶やさないようにしよう。 
  
      

      

⑥ 親 自身の不安や 怒りをよく自覚し ， 子どもに八つ 当たりしないこと。 
    
  
  
  
    

  

⑦母親は治療上主要な 人物なので，治療者は 母親が落ちついて 子どもと接することが       

できる よう に援助すること。 決して母親を 丈のたり，子育ての 仕方を進抹したりして       

はいけない。     
    
  
  
  

⑧ ながい目で見れば 必ず良くなるので ，あ せらないで，あ きらめないで。 
  
    
  

( 子どもの発達途上には 山あ り 谷 あ り，成功あ り失敗あ りで，それらが 発達       
  

に 役立っている。 これでいいのだ 0 ) 
  
    
  
  
    

⑨子どもの登校拒否はわが 家の家庭や夫 妬 関係・親子関係を 見直すいいチャンス。 
    

    

( よりよい家庭に 成長するきっかけにしょう。 )       

    
    

0  登校拒否の期間中でも ，何か楽しみを 親子でもと う 。 
      
  
    
    

参考文献 : 枯 荻 広隆 『登校拒否の 両親に ]       

日本医事新報 1990 ． 6.30 号 
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